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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・一元一次方程式を解くことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・前単元「式の計算」で，同類項を上下に揃えて多項式の加減をする中で，係数によって文字が消去される場合があることに気づいている。


○共同追究でのゆさぶり


・左辺同士，右辺同士を加減する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・1年「方程式」で「等式の性質」を学習している。





≪学習問題≫


次の連立方程式を解きましょう。


3ｘ＋ｙ＝1400　…①


ｘ＋ｙ＝1000　…②





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:文字を2つ含んでいるから解けない。


→文字が1つの方程式にすればよい。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:①から②を引いたり，②を3倍して①からひいたりして，文字が1つの方程式をつくろう。





③個人追究:ｘかｙが消えるように式変形を工夫する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「消えた文字の項の特徴はなんだろう？」


→「どちらのやり方でも，消えた項は係数が等しい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「左辺同士，右辺同士をひき算してもよい理由は？」


→「等式は両辺が等しいから，等しいものから等しいものをひいても等号は成り立つ。」


「1年の方程式を解くときに利用した『等式の性質』に似ている。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・ｘかｙのどちらかの文字を消去し，文字が1つの方程式にすれば連立方程式を解くことができる。


・「等式の性質」を利用して，左辺同士，右辺同士を計算できる。





⑥定着･活用問題


(1) 次の連立方程式を2通りの加減法で解いてみよう。


ｘ＋3ｙ＝－2　　　　（ア）ｘを消去して


ｘ－ y ＝  2　　　　（イ）ｙを消去して


(2)　Ａ＝Ｂ、Ｃ＝Ｄのとき、次から正しい等式を選ぼう。


（ア）Ａ－Ｃ＝Ｂ－Ｄ　　（イ）Ａ＋Ｂ＝Ｃ＋Ｄ


（ウ）Ｃ＋Ａ＝Ｄ＋Ｂ





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・式同士をひくという見通しがもてない場合には，式を図で表したり，具体的な場面に置き換えて考えたりさせるとよい。


例　3ｘ＋ｙ＝1400　→　ｘｘｘ＋ｙ＝1400


「りんご3個とメロン1個で1400円」


・解の確かめをする際に，2つめの解を求めるために代入した式でない方の式に代入すればよいことも指導したい。





【板書計画】








